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（
裏
面
に
続
き
ま
す
）

　２月定例会議では、新型コロナウイルス感染症への対応に係る経
費など総額6,669億8,000万円を計上する「令和３年度滋賀県一般会計
予算」や国の第３次補正予算に対応して約330億876万円を追加する
「令和２年度滋賀県一般会計補正予算（第12号）」など、知事提出議案
80件と議員提出議案10件が上程されました。
　各委員会では、付託された各議案、請願その他所管事項について審
議等を行いました。また、令和３年度予算では、委員40人で構成する

予算特別委員会が設置され、質疑や分科会調査を行い、「総務・企画分
科会」では、資金運用について前例踏襲ではなく、柔軟に取り組む必
要があること、「土木交通・警察・企業分科会」では、留守番電話機能を
活用した新たな事業でより効果的な詐欺被害防止に取り組むこと、
「環境・農水分科会」では、下水汚泥の利活用について最新の実績を調
査し、滋賀県に合った汚泥処理方式を検討すること、「厚生・産業分科
会」では、金融機関等と連携して困窮している小規模事業者に支援が
行き渡るようにすること、「教育・文化スポーツ分科会」では、県産業
を支える職業人の育成のため、職業教育に対する子どもたちの関心
を高められる取組を工夫すること等の意見が出されました。
　さらに、決議第２号、第３号について議員間で質疑が行われました。
　これらの審議の結果、意見書案２件を否決したほか、いずれも原案
のとおり可決または同意しました。

医
療
・
感
染
症
対
策

問

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を

含
め
て
、
各
市
町
の
準
備
状
況
と

県
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答
　
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
国
が
提
供
す
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
円
滑
化
シ
ス
テ
ム

を
用
い
て
、
自
治
体
、
医
療
機
関
、

卸
業
者
と
の
間
で
、
ワ
ク
チ
ン
の

配
分
量
、
在
庫
量
、
発
注
量
等
を

一
元
的
に
情
報
管
理
し
ま
す
。
ま

た
、
市
町
で
予
防
接
種
台
帳
シ
ス

テ
ム
を
改
修
し
、
接
種
歴
等
を
管

理
す
る
た
め
の
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
市
町
で
は
厳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
中
で
地
域
医
師
会
等
と
の
調

整
、
医
療
従
事
者
や
接
種
会
場
の

確
保
、
接
種
券
の
発
行
等
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
県
で

は
市
町
支
援
を
行
う
た
め
、
情
報

交
換
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

訪
問
し
て
課
題
等
に
つ
い
て
聞
き

取
り
を
行
い
、
ま
た
市
長
会
・
町

村
会
か
ら
は
緊
急
の
御
要
望
を
お

受
け
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
中
で
多
く
の
御
指
摘
を
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
例
え
ば
、
医

師
や
看
護
師
等
の
確
保
に
つ
い
て

関
係
者
で
の
協
力
を
確
認
し
た
ほ

か
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
い
て
は
、
全
国
知
事
会

か
ら
国
へ
の
要
望
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
副
反
応
に
関
し
て
は
、

専
門
的
な
相
談
を
受
け
る
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
専
門
的
な
医

療
機
関
を
受
診
で
き
る
体
制
の
構

築
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
町
や
医
療
機
関
と
緊
密
に
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
・
安
心

か
つ
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。産

業
振
興

問

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
県
内

の
失
業
者
数
の
状
況
と
今
後

の
雇
用
情
勢
を
展
望
し
た
雇
用
対

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
昨
年
７
月
か
ら
９
月
期
の

平
均
で
、
県
内
の
完
全
失
業

者
数
は
１
万
９
千
人
、
完
全
失
業

率
は
２
・
５
％
で
あ
り
、対
前
年
同

期
比
で
５
千
人
、０
・
７
ポ
イ
ン
ト

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

昨
年
に
お
け
る
非
正
規
雇
用
者
数

は
、
全
国
で
対
前
年
比
75
万
人
減

と
な
り
、
そ
の
７
割
を
女
性
が
占

め
る
な
ど
、
非
正
規
雇
用
の
女
性

に
大
き
な
し
わ
寄
せ
が
来
て
い
る

こ
と
や
、
非
正
規
雇
用
者
が
多
い

宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
の
新

規
求
人
数
が
他
業
種
と
比
べ
て
大

幅
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
今
後
の
雇
用
情
勢
は
厳
し
い

状
況
が
続
く
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
次
年
度
も
引
き
続
き

雇
用
を
「
守
る
」「
つ
な
ぐ
」「
創

る
」と
い
う
基
本
方
針
の
も
と
、緊

急
雇
用
対
策
と
将
来
を
見
据
え
た

雇
用
対
策
を
実
施
し
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
県
独
自
の
雇
用
創
出
事

業
や
民
間
企
業
へ
の
離
職
者
再
就

職
支
援
助
成
金
の
支
給
等
に
よ
り
、

合
計
約
８
百
人
規
模
の
雇
用
創
出

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
中
小
企
業

に
対
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
支

援
な
ど
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
女
性
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
滋

賀
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
就
労
支
援

相
談
な
ど
、
経
済
的
な
安
定
に
向

け
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
仕

事
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

災
害
対
策

問
　
大
戸
川
ダ
ム
に
つ
い
て
、

今
回
の
大
阪
府
や
京
都
府
の

動
き
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た

の
か
。
知
事
の
大
戸
川
ダ
ム
の
必

要
性
や
流
域
治
水
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

答
　
昨
年
７
月
の
淀
川
水
系
関

係
６
府
県
調
整
会
議
で
国
か

ら
大
戸
川
ダ
ム
の
治
水
効
果
が
示

さ
れ
、こ
れ
を
受
け
、大
阪
府
、京

都
府
に
お
い
て
学
識
者
に
よ
る
検

証
が
行
わ
れ
、
大
阪
府
で
は
、
府

域
に
十
分
な
治
水
効
果
が
あ
る
こ

と
、
京
都
府
で
は
、
桂
川
の
事
業

進
捗
等
に
伴
い
、
必
要
性
、
緊
急

性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
２
月
に
開
催
さ
れ
た
６
府
県
調

整
会
議
に
お
い
て
は
、
更
な
る
河

川
整
備
に
向
け
、
河
川
整
備
計
画

の
変
更
手
続
き
を
進
め
る
こ
と
が

全
府
県
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
動
き
は
、
大
戸
川
ダ
ム
の

早
期
整
備
に
つ
な
が
る
も
の
と
期

待
を
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
県
民
の
皆
様
の
生
命
と

財
産
を
守
る
立
場
に
あ
り
、

・
近
年
、
全
国
で
豪
雨
が
頻
発
し
、

瀬
田
川
洗
堰
も
全
閉
さ
れ
る
な
ど
、

水
害
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
。

・
大
戸
川
の
改
修
が
進
捗
し
、
治

水
安
全
度
を
上
げ
る
次
の
段
階
を

検
討
す
る
時
期
に
き
て
い
る
こ
と
。

・
平
成
29
年
11
月
県
議
会
の
決
議

を
踏
ま
え
、
平
成
30
年
度
に
実
施

し
た
勉
強
会
に
お
い
て
、
大
戸
川

ダ
ム
の
治
水
効
果
が
確
認
で
き
た

こ
と
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
大
戸
川

ダ
ム
の
必
要
性
に
つ
い
て
認
識
を

マザーズジョブステーションの様子
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こ
の
印
刷
物
は
古
紙
パ
ル
プ
を
配
合
し
て
い
ま
す
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強
く
し
、
早
期
整
備
を
求
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
一
部
改

正
が
予
定
さ
れ
て
い
る
国
の
流
域

治
水
関
連
法
案
は
、
本
県
の
施
策

の
強
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
お
り
、
今
後
こ
の
法
律
の
適
用

も
検
討
す
る
な
ど
、
一
層
の
水
害

に
強
い
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

行
財
政

問
　
新
年
度
予
算
に
対
す
る
知

事
の
思
い
を
伺
い
ま
す
。

答
　
ま
ず
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
万
全

を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、

次
の
時
代
を
見
据
え
、「
人
の
未

来
」
で
は
、い
の
ち
と
く
ら
し
、人

権
の
保
障
、「
社
会
経
済
の
未
来
」

で
は
、次
世
代
の
た
め
の
施
策
、特

に
未
来
へ
の
投
資
、「
自
然
の
未

来
」
で
は
、
び
わ
湖
発
の
グ※

１

リ
ー

ン
・
リ
カ
バ
リ
ー
、
の
特
に
こ
の

３
つ
の
未
来
に
重
点
を
置
い
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、そ

の
未
来
を
支
え
る
土
壌
と
し
て
、

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
Ｄ※

２

Ｘ
の

推
進
と
、
応
答
性
を
備
え
た
対
話

と
共
感
に
よ
る
県
政
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、「
未

来
を
変
え
る
一
歩
」
を
踏
み
出
し
、

全
て
の
人
の
「
い
の
ち
」
を
守
り
、

次
の
世
代
と
共
に
生
き
る
滋
賀
を

作
っ
て
い
く
、
と
の
思
い
を
込
め

ま
し
た
。

　
よ
り
良
き
自
治
を
追
求
し
、
本

当
の
意
味
で
の
「
健
康
し
が
」
を

作
る
た
め
、
今
後
も
基
本
構
想
に

掲
げ
る
「
未
来
へ
と
幸
せ
が
続
く

滋
賀
」
の
実
現
に
向
け
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育

問
　
高
等
専
門
学
校
の
設
置
を

表
明
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う

な
人
材
を
育
成
し
、
地
元
定
着
に

つ
な
げ
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

さ
ら
に
産
業
界
と
の
連
携
つ
い
て

も
伺
い
ま
す
。

答
　
産
業
界
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
む
中
で
、
先
進
的
な
技
術

を
い
ち
早
く
社
会
に
実
装
で
き
る

工
業
系
の
高
等
専
門
人
材
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
観
点

か
ら
、
例
え
ば
、
情
報
技
術
や
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
分
野
な
ど
に
お
い
て
、

滋
賀
の
産
業
の
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
、
県
民
の
豊

か
な
生
活
の
実
現
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
、「
専
門
的
技

術
力
」、「
価
値
創
造
力
」、
そ
し
て

「
実
践
力
」を
兼
ね
備
え
た
人
材
を

育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
卒
業
生
の
地
元
へ
の
定
着
に
向

け
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

通
じ
て
、
学
生
に
地
元
企
業
の
魅

力
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
企
業
の

魅
力
自
体
を
さ
ら
に
高
め
る
取
組

や
、
地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
す

創
業
の
支
援
な
ど
を
産
業
界
と
と

も
に
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
御
協
力
を
得
て
進
め
る
た
め

に
、
企
業
と
と
も
に
教
育
や
研
究

を
進
め
て
い
く
ほ
か
、
寄
附
講
座

の
開
設
や
、
設
立
・
運
営
に
お
け

る
資
金
面
、
設
備
面
で
の
支
援
な

ど
の
協
力
を
働
き
掛
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　
こ
う
し
た
協
力
や
支
援
の
枠
組

と
し
て
、
企
業
や
産
業
界
と
の
協

議
会
を
早
期
に
立
ち
上
げ
、
共
に

創
る
、「
共
創
」
の
視
点
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

環
境
政
策

問

　２※
３

０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成
す
る
た

め
に
国
の
戦
略
等
と
の
整
合
を
取

り
な
が
ら
何
に
重
点
を
置
き
、
取

り
組
む
の
か
伺
い
ま
す
。

答
　
国
で
は
グ
リ
ー
ン
成
長
戦

略
で
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
成
長
の
機
会

と
捉
え
、
経
済
と
環
境
の
好
循
環

を
作
る
産
業
政
策
で
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。こ
う
し
た
観
点
か
ら
、本

県
で
も
ま
ず
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
期
待
の
高
ま
る
水
素
に

つ
い
て
、「
し
が
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
会
」
を
再
編
し
、
県
内
企
業

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
た
Ｃ

Ｏ
２
フ
リ
ー
水
素
の
製
造
・
利
活

用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
等
を
図

る
た
め
、
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
、
検
討
に
着
手
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
技
術
革
新
や
設

備
の
導
入
等
を
民
間
の
資
金
を
活

用
し
て
促
進
す
る
た
め
、「
Ｅ※

４

Ｓ
Ｇ

投
資
」
の
拡
大
に
向
け
た
仕
組
み

作
り
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
を
担
う
「
地
域
新
電
力
」
に
つ

い
て
も
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
「
し
が
Ｃ
Ｏ
２
ネ

ッ
ト
ゼ
ロ
」の
推
進
で
は
、経
済
成

長
と
の
両
立
を
図
り
、
び
わ
湖
発

の
「
グ
リ
ー
ン
・
リ
カ
バ
リ
ー
」

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
水
産
業

問
　
農
業
生
産
に
お
い
て
、
直

面
し
て
い
る
気
候
変
動
の
影

響
に
対
す
る
県
の
取
組
と
長
期
的

視
点
に
立
っ
た
対
応
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答
　
本
県
で
は
、
夏
の
高
温
に

よ
る
米
の
品
質
低
下
が
顕
著

に
現
れ
て
お
り
、
平
成
10
年
産
以

降
、
１
等
米
の
比
率
が
全
国
平
均

を
下
回
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
夏
場
の
稲
の
栄
養
状

態
を
リ※

５

モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術

に
よ
っ
て
診
断
し
、
必
要
な
技
術

情
報
を
生
産
者
に
迅
速
に
提
供
す

る
等
の
体
制
作
り
を
進
め
て
い
る

ほ
か
、
高
温
に
強
い
新
品
種
の
育

成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
園
芸
作
物
で
は
、
夏
の
高
温
に

よ
る
ブ
ド
ウ
の
着
色
不
良
や
野
菜

の
発
芽
不
良
等
が
生
じ
て
お
り
、

高
温
で
も
生
産
を
安
定
さ
せ
る
た

め
の
技
術
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
温
暖
化
が
よ
り
進
む
中
、
温
暖

化
に
適
応
す
る
農
業
生
産
の
拡
大

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

議会からのお知らせ

●滋賀県議会ホームページ、Twitter（ツイッター）
　本会議や委員会の開催情報、議会の仕
組み、議員の紹介、会議録など、県議会
の最新の情報を随時掲載しています。
　また、本会議の模様はライブ中継と録
画配信もしています。（※スマートフォン
等でも御覧いただけます。）

滋賀県議会ホームページ 
https://www.shigaken-
gikai.jp/
滋賀県議会ツイッター 
 （アカウント名　@shigakengikai）

用
語
解
説

※１「グリーン・リカバリー」・・・新型コロナウイルスの感染拡大による景気後退への対策で、環境を重視した投資などを通して経済を浮上させようとする手法。
※２「DX」・・・デジタルトランスフォーメーションの略。ICTの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること。
※３「2050 年カーボンニュートラル」・・・2050 年までに温室効果ガスの排出量から森林などによる吸収量を差し引いてゼロにすること。
※４「ESG投資」・・・環境や企業統治に対する企業の取組姿勢を投資判断の材料とする手法。環境（Environment)、社会（Social）、企業統治（Governance）の頭文字をとっている。
※５「リモートセンシング」・・・対象や現象に触れずに人工衛星や航空機などから観測すること。

２月定例会議で審議した決議・意見書

２月定例会議で採択した請願

番　号 件　　　名 結果
決議第1号 日本政府に対する損害賠償請求訴訟に関する韓国ソウル中央地方

裁判所の判決を非難する決議案
可決

決議第２号 住民の生命と財産を守るダム等の河川政策の推進を求める決議案 可決
決議第３号 住民の生命と財産を守る治水・河川政策の推進を求める決議案 可決
意見書第１号 核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書案 否決
意見書第２号 新型コロナウイルスの感染拡大を抑止するための社会的検査の全

額国庫負担を求める意見書案
否決

意見書第３号 ジェンダー平等（男女共同参画）社会の実現を求める意見書案 可決
意見書第４号 中小企業者等への支援の拡充等を求める意見書案 可決

議案番号 件　　　名 結果
（議員提出）
会第１号 滋賀県議会会議規則の一部を改正する規則案 可決
会第２号 滋賀県議会委員会条例の一部を改正する条例案 可決
会第３号 滋賀県インターネット利用による行政手続等に関する

条例の一部を改正する条例案
可決

（知事提出）
議第１号～
議第16号

令和３年度滋賀県一般会計予算　ほか15件 可決

議第17号～
議第31号

滋賀県附属機関設置条例の一部を改正する条例案　ほ
か14件

可決

議第32号～
議第39号

契約の締結につき議決を求めることについて（大津能登
川長浜線補助道路整備工事）　ほか７件

可決

議第40号 令和２年度滋賀県一般会計補正予算（第12号） 可決
議第41号～
議第42号

滋賀県ホストタウン等新型コロナウイルス感染症対策
基金条例案　ほか１件

可決

議第43号～
議第44号

指定管理者の指定につき議決を求めることについて（滋
賀県立信楽学園）　ほか１件

可決

議第45号～
議第65号

令和２年度滋賀県一般会計補正予算（第13号）　ほか20
件

可決

議題66号 令和２年度滋賀県一般会計補正予算（第14号） 可決
議第67号～
議第80号

滋賀県副知事の選任につき同意を求めることについて
　ほか13件

同意

２月定例会議で審議した主な議案

●�滋賀県に提出する許認可・届出等の申請書に行政書士代理人欄を設けることについて

ブドウを高温から守る対策
（細霧散水の様子）

しが水素エネルギー研究会2021
キックオフセミナーの様子


